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弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
青
年
部

創
立
30
周
年
の
節
目
祝
うこれまでの感謝と明るい未来に

向けて式辞を述べる安田部長

　

平
成
29
年
度
り
ん
ご
ト
レ
サ
ビ
の
書
類
が
発
送
完
了
し
ま

し
た
。

　
本
年
度
は
重
要
な
お
知
ら
せ
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
次

第
、
早
急
に
開
封
し
、
書
類
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
尚
、
受
付
は
７
月
24
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

り
ん
ご
ト
レ
サ
ビ
（
TS
）
に
つ
い
て

活気あふれる弘果りんご止市

28
年
産
り
ん
ご
止
市

　

弘
果
及
び
津
軽
り
ん
ご
市
場
に
於
い
て
４
月
28
日
、
28

年
産
り
ん
ご
の
止
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
市
場
を
合
わ
せ
た
28
年
産
り
ん
ご
取
扱
数
量
は
、

７
６
１
万
６
７
３
８
箱
（
前
年
比
93
．
６
％
）、
１
箱
あ

た
り
の
平
均
単
価
は
４
４
６
５
円
（
同
１
０
６
．
２
％
）

と
な
り
、
取
扱
金
額
が
弘
果
で
は
２
年
連
続
と
な
る

２
０
０
億
円
を
超
え
、
２
２
１
億
９
２
０
０
万
円
を
記

録
し
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
で
は
１
１
８
億
７
９
０
０
万

円
と
、
27
年
産
に
続
い
て
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
45
分
よ
り
行

わ
れ
た
止
市
に
は
、
生
産

者
約
６
０
０
人
、
買
参
人

約
２
０
０
人
が
来
場
。
止

市
に
あ
た
り
葛
西
静
男
専

務
は
「
28
年
産
は
、
干
ば

つ
、
日
照
不
足
等
の
影
響

で
、
小
玉
傾
向
、
サ
ビ
果

が
多
い
等
、
生
産
者
は
苦

労
さ
れ
た
１
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
皆
様
の
努
力

で
美
味
し
い
り
ん
ご
に
仕

上
げ
、
出
荷
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
弘
果
り
ん
ご
買

参
人
共
進
会
森
山
博
幸
会

長
に
よ
る
手
締
め
、
弘
果

り
ん
ご
連
絡
協
議
会
木
村

良
一
会
長
の
音
頭
で
乾
杯

を
行
い
、
28
年
産
最
後
の

競
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
万
８
１
８
１

箱
（
前
年
比
79
．
０
％
）

が
入
荷
し
、「
ふ
じ
」
上

実
の
高
値
は
９
７
２
０

円
（
同
90
．
０
％
）、
同

小
玉
７
０
２
０
円
（
同
72
．

２
％
）
で
の
取
引
と
な
り

ま
し
た
。

　

葛
西
専
務
は
止
市
後
、

28
年
産
の
販
売
に
つ
い
て

「
全
体
の
４
分
の
３
を
占

め
る
12
月
ま

で
の
販
売
は

堅
調
に
推
移

し
ま
し
た
が
、

年
明
け
以
降

は
、
米
国
産

の
豊
作
の
影

　

午
前
７
時
30
分
よ
り
行

わ
れ
た
止
市
に
は
、
生
産

者
約
１
０
０
０
人
、
買
参

人
約
１
２
０
人
が
来
場
。

　

当
日
は
１
万
４
０
５
０

箱
（
前
年
比
１
０
６
．

　

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議

会
青
年
部
（
安
田
英
広
部

長
）
創
立
30
周
年
を
記
念

し
て
４
月
17
日
、
弘
前
市

ラ
グ
リ
ー
に
於
い
て
、
部

員
、
関
係
者
約
１
０
０
名

が
出
席
し
、
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
39
歳
ま
で
の

出
荷
組
合
の
農
業
後
継
者

を
対
象
と
し
、「
後
継
者

相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と

も
に
、
り
ん
ご
販
売
意
識

を
高
め
、
さ
ら
に
高
度
生

在
95
名
の
部
員
が
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
安
田
部
長
が

「
近
年
は
生
産
者
の
高
齢

化
、
労
働
力
不
足
、
後
継

者
不
足
な
ど
生
産
現
場
は

厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
、

高
品
質
な
美
味
し
い
り
ん

ご
を
生
産
す
る
こ
と
で
、

価
格
も
好
調
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
希
望
を

見
出
し
た
新
規
就
農
者
も

増
え
、
未
来
に
向
け
て
一

筋
の
光
が
差
し
て
き
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

七
代
か
ら
十
二
代
ま
で
の

歴
代
部
長
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
節
目
の
年
を
祝

い
ま
し
た
。

４
％
）
が
入
荷
し
、「
ふ
じ
」

上
実
の
高
値
は
９
７
２
０

円
（
同
90
．
０
％
）、
同

小
玉
７
０
２
０
円
（
同
67
．

０
％
）
で
の
取
引
と
な
り

ま
し
た
。

　

石
戸
谷
繁
副
社
長
は
28

年
産
に
つ
い
て
「
主
力

の
『
サ
ン
ふ
じ 

』
に
サ
ビ

果
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
全
体
的
に
は
小
玉
傾

向
な
が
ら
食
味
が
良
く
、

数
年
前
か
ら
の
高
値
傾
向

か
ら
活
発
な
取
引
と
な
り

ま
し
た
」
と
締
め
く
く
り
、

ま
た
「
高
値
を
背
景
に
、

生
産
者
の
選
果
が
甘
い

等
、
反
省
す
べ
き
点
も
あ

り
ま
す
。
29
年
産
は
選
果

を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
ま

だ
ま
だ
高
値
が
期
待
で
き

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
産
の
取
扱
数

量
は
２
６
７
万
８
０
７
９

箱
（
同
97
．
１
％
）、
平
均

単
価
は
４
４
３
６
円
（
同

１
０
８
．
３
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

弘
　
果

津
　
軽

市
　
場

弘
果
２
年
連
続
２
０
０
億
円
台

津
軽
市
場
最
高
更
新
１
１
８
億
円

産
技
術
の
習
得
」
を
目
的

に
創
部
さ
れ
ま
し
た
。
現

取扱金額が過去最高となった津軽市場りんご止市

響
で
輸
出
が
伸
び
悩
ん
だ

事
や
、
国
内
で
は
、
競
合

す
る
果
実
が
潤
沢
に
市
場

へ
出
回
っ
た
事
で
苦
戦
し

ま
し
た
。
今
日
の
止
市
は
、

平
年
に
比
べ
る
と
高
値
で

取
引
さ
れ
ま
し
た
」
と
締

め
く
く
り
、
29
年
産
に
つ

い
て
「
摘
果
を
進
め
、
食

味
が
良
く
、
大
玉
の
生
産

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
産
の
取
扱
数

量
は
４
９
３
万
８
６
５
９

箱
（
同
91
．
８
％
）、
平

均
単
価
４
４
９
４
円
（
同

１
０
５
．
５
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

功績を讃え表彰された歴代部長

（7代）
福士幹雄氏

（8代）
岩崎智里氏

（9代）
成田徹氏

（10 代）
山中寛幸氏

（11 代）
小笠原悟氏

（12 代）
今井和人氏安田部長



ひ ろ か だ よ り （2）

相
馬　

崇
宏
さ
ん
（
24
）

た
か
ひ
ろ

　

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け

努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
両
親
、
妹
、

祖
父
母
の
６
人
家
族

【
住
所
】　

弘
前
市
大
沢

【
作
付
状
況
】
ハ
ウ
ス
６

棟
（
16
㌃
）
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
栽
培

【
就
農
年
】
２
０
１
６
年

【
き
っ
か
け
】
高
校
卒
業

後
、
観
光
の
仕
事
に
携
わ

り
た
い
と
考
え
、
静
岡
に

あ
る
観
光
の
専
門
学
校
で

学
び
、
東
京
の
ホ
テ
ル
に

就
職
し
ま
し
た
。
業
務
で

「
食
」
の
分
野
に
携
わ
る

事
が
あ
り
、
そ
の
時
、
料

理
に
於
け
る
素
材
の
大
切
さ

を
実
感
し
、
ま
た
、
実
家
で

作
っ
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

職
場
の
同
僚
に
食
べ
て
も

ら
っ
た
際
、
そ
の
美
味
し
さ

に
感
動
し
て
い
る
様
子
を
見

て
「
素
材
を
供
給
す
る
側
と

な
り
、
人
を
感
動
さ
せ
た

い
」
と
思
い
、
実
家
の
ミ
ニ

ト
マ
ト
栽
培
を
継
ぐ
事
を
決

意
し
、
帰
郷
し
て
就
農
し
ま

し
た
。

【
現
在
】
農
家
の
仕
事
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
施
設
の
設

置
、
維
持
、
管
理
に
関
す
る

建
築
・
土
木
・
機
械
等
の
工

学
、
栽
培
管
理
、
農
業
経
営

等
様
々
な
分
野
の
知
識
が
必

要
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
一

人
前
の
「
農
家
」
と
な
る
た

め
、
日
々
経
験
を
積
み
学
ん

で
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
生
産
・
流
通

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
、

更
な
る
品
質
の
向
上
と
、
栽

培
・
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、

規
模
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
歩
々
是
道
場
」

（
ほ
ほ
こ
れ
ど
う
じ
ょ
う
）

心
掛
け
次
第
で
ど
ん
な
場
所

や
状
況
で
も
、
自
分
を
高
め

る
道
場
と
な
る
。
日
々
の
過

程
が
人
生
に
於
い
て
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

秋田拓伸新部長

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団

体
（
９
団
体
）
で
は
、
３
月

下
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け

て
、
定
時
総
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
団
体
の
総
会
で
は
、
平

成
28
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ

審
議
、
可
決
さ
れ
、
平
成
29

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
満
場
の
拍
手
を

以
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
軽
り
ん
ご
市
場

連
絡
協
議
会
青
年
部
で
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
団
体
定
時
総
会
開
催

桃
出
荷
組
合
「
桃
娘
（
も
も
こ
）
倶
楽
部
」

高
品
質
生
産
に
向
け
講
習
会
開
催

　

当
社
へ
全
面
的
に
桃
を
出

荷
し
て
い
る
弘
前
市
高
杉
地

区
の
若
手
生
産
者
で
組
織
す

弘果スキーレーシングクラブ

成績報告会

選手生活引退を報告する松舘選手（右）

選手の健闘を讃える
　

弘
果
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
２
０
１
６
―

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
の
全
日

程
を
終
了
し
、
４
月
25
日
に

弘
前
市
フ
ォ
ル
ト
ー
ナ
に
於

い
て
、
成
績
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

関
係
者
約
80
人
が
出
席
し

た
報
告
会
で
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
成
績
が
発
表
さ
れ
、
全

日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
の

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
３
連

覇
、
国
体
冬
季
大
会
の
女
子

20
㌔
リ
レ
ー
２
位
入
賞
な
ど

好
成
績
を
残
し
た
開
坂
優
、

松
舘
由
樹
両
選
手
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
坂
選
手
は
「
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
、
活
躍
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」
と
来
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
の
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

シ
ー
ズ
ン
で
選
手
生
活
を
引

退
し
た
松
舘
選
手
は
「
チ
ー

ム
に
入
っ
て
３
年
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、
皆
様
に

支
え
て
い
た
だ
き
、
大
好
き

な
ス
キ
ー
競
技
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
競
技
か
ら

は
退
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

き
ま
す
」
と
途
中
涙
ぐ
み
な

が
ら
も
、
引
退
へ
の
思
い
を

話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
乾
杯
が
行
わ
れ
、

練
習
風
景
や
大
会
で
の
活
躍

を
映
像
で
振
り
返
り
、
選
手

の
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。

詳しいお問い合わせは

【特徴１】園地以外での農作業中の事
　　　　  故も補償致します。

【特徴２】作業期間に合わせて短期間
　　　　  でムダのない補償内容です。

【特徴３】事業主様とその家族に加え、
　　　　 臨時雇用の方まで幅広く補
　　　　 償致します。

電　話０１７２（29）３３５３
ＦＡＸ０１７２（27）３４１１　

アスパラガスの成長を確認する古川さん

　

津
軽
地
方
で
栽
培
さ
れ

る
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
は
、

雪
深
い
土
の
中
で
越
冬
し

た
地
下
茎
か
ら
、
春
の
暖

か
さ
を
感
じ
徐
々
に
成
長

し
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、

収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
ま
す
。

今が旬！ アスパラガス

【
部
長
】　

秋
田
拓
伸　

Ｇ
．Ｐ
．Ｄ
51
出
荷
組
合（
新
任
）

【
副
部
長
】　

長
峰
良
孝　

堂
志
出
荷
組
合
（
再
任
）、　

【
副
部
長
】
浅
利
純
一　

野
木
り
ん
ご
研
究
会（
新
任
）

る
出
荷
組
合
「
桃
娘
（
も
も

こ
）
倶
楽
部
」（
棟
方
健
二

会
長
）
は
４
月
15
日
、
更
な

　

つ
が
る
市
森
田
町
の
古

川
信
春
さ
ん
は
、
岩
木
山

を
望
む
約
40
㌃
の
園
地
で

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
出
荷
は
、
27

～
28
㌢
程
の
も
の
を
収
穫

し
、
１
５
０
㌘
一
束
に
し

て
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
て
い

ま
す
。
毎
朝
自
ら
市
場
に

足
を
運
び
出
荷
し
、
競
売

を
見
守
る
事
が
日
課
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

古
川
さ
ん
は
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
栽
培
に
つ
い
て

「
前
年
の
管
理
次
第
で
作

柄
が
決
ま
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
無
い
く
ら
い
、

畑
の
管
理
が
重
要
」
と
話

し
、
今
年
の
作
柄
に
つ
い

て
「
今
年
は
雪
解
け
が
遅

か
っ
た
影
響
か
ら
、
生
育

が
１
週
間
か
ら
10
日
程
遅

れ
て
い
る
が
、
品
質
は
良

好
で
美
味
し
く
仕
上
が
っ

て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

る
高
品
質
生
産
を
目
指
し
、

同
市
糠
坪
の
棟
方
会
長
園
地

に
於
い
て
、
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

津
軽
り
ん
ご
市
場

連

絡

協

議

会

青

年

部

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

ク
セ
が
少
な
い
の
で
、

色
々
な
食
材
と
相
性
が

良
く
、
調
理
を
工
夫
し

て
更
に
美
味
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。
今
が
旬
の

地
場
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
是
非
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
組
合
員
及
び
関
係

者
15
名
が
参
加
、
肥
料
販
売

業
者
「
大
豊
物
流
」
か
ら
講

師
を
迎
え
、
剪
定
・
摘
芽
・

摘
蕾
・
摘
花
や
、
効
果
的
な

施
肥
方
法
等
に
つ
い
て
説

明
・
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
身
の
栽
培
方

法
と
比
較
し
、
栽
培
技
術
向

上
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

当
社
で
は
労
力
軽
減
、
所

得
向
上
を
目
的
に
、
選
果
機

を
利
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
と

し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
生
産
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

は
当
社
果
実
部
ま
で
。

「農」の「業」を継ぐ
 期待の後継者

わ

ざ

の

う

農作業中の
万が一の事故を
しっかりサポートする傷害保険

更なる栽培技術向上へ意欲的に取り組む参加者


